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m
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m
m

・
最
新
活
動
ゾ
ー
ン
に
は
，
以
下
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

基
質
を
構
成
す
る
粘
土
鉱
物
は
少
な
い
。
（
図
1
）

粘
土
鉱
物
の
分
布
は
漸
移
的
に
変
化
す
る
。
（
図
1
）

多
様
な
粒
径
の
岩
片
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
（
図
2
）

角
ば
っ
た
岩
片
が
多
い
。
（
図
2
）
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カ
タ
ク
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サ
イ
ト

凡
例

赤
矢
印
は
粘
土
鉱
物
の
分
布
が
漸
移
的
に
変
化
す
る
事
を
示
す

破
線
は
粘
土
状
部
の
分
布
範
囲
を
示
す

破
線
は
粘
土
状
部
の
分
布
範
囲
を
示
す
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4

単
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直
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ニ
コ
ル

・
最
新
活
動
ゾ
ー
ン
に
は
，
以
下
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

ジ
グ
ソ
ー
状
の
角
礫
群
が
認
め
ら
れ
る
。
（
図
3
）

塑
性
変
形
し
た
雲
母
粘
土
鉱
物
が
認
め
ら
れ
る
。
（
図
4
）

ス
テ
ー
ジ
を
時
計
回
り
に

約
4
0度
回
転

50
0
  

50
0
  

赤
三
角
は
屈
曲
箇
所
を
示
す

赤
三
角
は
屈
曲
箇
所
を
示
す
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図
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図
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ニ
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ル

破
線
は
ジ
グ
ソ
ー
状
の
角
礫
群
の
範
囲
を
示
す
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（
肉
眼
観
察
結
果
深
度
7
3.
83
m
)

•
深
度
7
3
.8
3
m
の
「明
赤
灰
～
灰
白
色
粘
土
を
挟
む
」と
記
載
の
箇
所
に
つ
い
て
は
，
粘
土
は
軟
質
で
，
一
部
不
連
続
で
あ
る
が
，
直
線
性
が
良
く
，
原
岩
組
織
が
認
め
ら
れ

る
岩
片
を
主
体
と
し
基
質
も
細
粒
化
し
た
岩
片
か
ら
な
る
組
織
も
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
断
層
ガ
ウ
ジ
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

（
薄
片
観
察
結
果
)

•
薄
片
観
察
で
は
，
以
下
の
通
り
断
層
ガ
ウ
ジ
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

•
基
質
を
構
成
す
る
粘
土
鉱
物
は
少
な
い
。

•
粘
土
鉱
物
の
分
布
は
漸
移
的
に
変
化
す
る
。

•
薄
片
観
察
で
は
，
以
下
の
通
り
カ
タ
ク
レ
ー
サ
イ
ト
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
た
。

•
多
様
な
粒
径
の
岩
片
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。

•
角
ば
っ
た
岩
片
が
多
い
。

•
ジ
グ
ソ
ー
状
の
角
礫
群
が
認
め
ら
れ
る
。

•
塑
性
変
形
し
た
雲
母
粘
土
鉱
物
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
よ
り
，
薄
片
観
察
結
果
で
は
，
最
新
活
動
ゾ
ー
ン
の
細
粒
部
を
カ
タ
ク
レ
ー
サ
イ
ト
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

（
観
察
位
置
)

•
薄
片
試
料
は
，
肉
眼
観
察
に
よ
り
認
定
し
た
断
層
面
α
に
沿
っ
て
最
も
細
粒
化
し
た
部
分
を
含
み
，
人
為
的
な
試
料
の
乱
れ
の
無
い
部
分
で
作
製
し
た
。

（
総
合
評
価
)

当
該
破
砕
部
に
つ
い
て
は
，
以
下
の
理
由
か
ら
変
質
し
た
カ
タ
ク
レ
ー
サ
イ
ト
で
あ
る
と
評
価
し
た
。

•
肉
眼
観
察
で
確
認
さ
れ
た
「
明
赤
灰
～
灰
白
色
粘
土
を
挟
む
」
と
記
載
の
箇
所
に
つ
い
て
は
，
そ
の
特
徴
か
ら
断
層
ガ
ウ
ジ
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

•
薄
片
観
察
で
確
認
さ
れ
た
最
新
活
動
ゾ
ー
ン
の
細
粒
部
は
，
そ
の
特
徴
か
ら
カ
タ
ク
レ
ー
サ
イ
ト
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

肉
眼
観
察
で
断
層
ガ
ウ
ジ
と
認
定
し
た
「
明
赤
灰
～
灰
白
色
粘
土
を
挟
む
」
と
記
載
の
箇
所
に
つ
い
て
は
，
薄
片
観
察
で
は
岩
片
主
体
の
基
質
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
最
新
活
動
ゾ
ー
ン
の
細
粒
部
は
変
質
し
た
カ
タ
ク
レ
ー
サ
イ
ト
と
評
価
し
た
。

断
層
ガ
ウ
ジ
・

断
層
角
礫
の
有
無

断
層
ガ
ウ
ジ
・

断
層
角
礫
の
幅
[c
m
]

＊

明
瞭
な
せ
ん
断
構
造
・

変
形
構
造

＊

無
-
(0
.6
)

-
(有
)

＊
：
断
層
岩
区
分
の
総
合
評
価
で
断
層
ガ
ウ
ジ
・
断
層
角
礫
の
有
無
が
「
有
」
の
場
合
は
肉
眼
観
察
結
果
を
記
載
。

断
層
岩
区
分
の
総
合
評
価
で
断
層
ガ
ウ
ジ
・
断
層
角
礫
の
有
無
が
「
無
」
の
場
合
は
「
－
」
と
記
載
し
て
括
弧
内
に
肉
眼
観
察
結
果
を
記
載
。
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ボ
ー
リ
ン
グ
柱
状
図

・
深
度
74
.5
7
～
7
4
.5
8
m
の
「
砂
混
じ
り
粘
土
状
」
と
記
載
の
箇
所
に
つ
い
て
は
，
粘
土
は
軟
質
で
，
連
続
性
及
び
直
線
性
が
良
く
，
原
岩
組
織
が
認
め
ら
れ
る
岩

片
を
主
体
と
し
基
質
も
細
粒
化
し
た
岩
片
か
ら
な
る
組
織
も
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
断
層
ガ
ウ
ジ
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

・
深
度
74
.5
8
～
7
4
.6
8
m
の
「
砂
・粘
土
質
角
礫
状
」と
記
載
の
箇
所
に
つ
い
て
は
，
や
や
軟
質
で
あ
る
が
，
含
ま
れ
る
細
粒
部
は
網
目
状
に
分
布
し
，
連
続
性
及

び
直
線
性
に
乏
し
く
，
原
岩
組
織
が
認
め
ら
れ
る
岩
片
を
主
体
と
し
基
質
も
細
粒
化
し
た
岩
片
か
ら
な
る
組
織
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
変
質
し
た

カ
タ
ク
レ
ー
サ
イ
ト
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

凡
例

断
層
ガ
ウ
ジ

※
：
写
真
上
は
白
色
で
記
載

破
砕
部
範
囲
※

凡
例

断
層
ガ
ウ
ジ

※
：
写
真
上
は
白
色
で
記
載

破
砕
部
範
囲
※

コ
ア
写
真

7
4

7
5

青
枠
部
拡
大

0
5
 c
m

連
続
性
・
直
線
性
が
良
い
明
赤
灰
色
の
砂
混
じ
り
粘
土

灰
白
色
粘
土
が
網
目
状
に
分
布
す
る

第
7
.
4.
4
.
37
4
図
（
1）

破
砕
部
性
状

H
3
1-
R
-
1

深
度
7
4
.
5
7～

7
4.
6
8
m（

肉
眼
観
察
に
よ
る
断
層
岩
区
分
）

6-7-1418



X

Z

薄
片
作
製
位
置
写
真

薄
片
全
景
写
真
（
単
ニ
コ
ル
）

コ
ア
写
真

凡
例

断
層
ガ
ウ
ジ

断
層
面

※
：
写
真
上
は
白
色
で
記
載

破
砕
部
範
囲
※

7
4

7
5

5
c
m

1
 c
m

X
:条
線
方
向
（
下
向
き
を
正
と
す
る
）

Z
:断
層
面
の
法
線
方
向
（上
盤
側
を
正
と
す
る
）

X
:条
線
方
向
（
下
向
き
を
正
と
す
る
）

Z
:断
層
面
の
法
線
方
向
（上
盤
側
を
正
と
す
る
）

X

Z

β

β

β

・
薄
片
は
断
層
面
β
及
び
細
粒
化
が
進
ん
だ
範
囲
を
含
む
よ
う
に
作
製
し
た
。

凡
例

断
層
面

肉
眼
観
察
で
相
対
的
に
細
粒
化
が
進
ん
だ
範
囲
※

※
：
写
真
上
は
白
色
又
は
黒
色
で
記
載
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面
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・
H
3
1
-
R
-
1
の
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
か
ら
採
取
し
た
薄
片
試
料
の
観
察
結
果
に
よ
れ
ば
最
新
活
動
ゾ
ー
ン
の
変
位
セ
ン
ス
は
，
右
ず
れ
成
分
が
卓
越
す
る
。

・
最
新
活
動
ゾ
ー
ン
に
以
下
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
，
カ
タ
ク
レ
ー
サ
イ
ト
と
判
断
し
た
。

（
カ
タ
ク
レ
ー
サ
イ
ト
）
基
質
を
構
成
す
る
粘
土
鉱
物
は
少
な
い
。

（
カ
タ
ク
レ
ー
サ
イ
ト
）
粘
土
鉱
物
の
分
布
は
漸
移
的
に
変
化
す
る
。

岩
片
は
少
な
い
。

（
カ
タ
ク
レ
ー
サ
イ
ト
）
角
ば
っ
た
岩
片
が
多
い
。

（
カ
タ
ク
レ
ー
サ
イ
ト
）
ジ
グ
ソ
ー
状
の
角
礫
群
が
認
め
ら
れ
る
。
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区
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1
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)
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